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Sernal Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	トリプターゼは、トリプシン様セリンプロテアーゼファミリーであるペプチダーゼファミリーS1を構成する。トリプターゼはヘパリン安定化テトラマーとしてのみ酵素活性を示し、既知のすべての内因性プロテアーゼ阻害剤に耐性を示す。複数のトリプターゼ遺伝子が染色体16p13.3に密集している。これらの遺伝子は、いくつかの異なる特徴によって特徴付けられる。高度に保存された3' UTRを有し、5'隣接部と3' UTRにタンデムリピート配列を含み、これがmRNAの安定性制御に関与していると考えられる。これらの遺伝子は、転写開始部位とタンパク質コード配列を分離する開始Metコドンのすぐ上流にイントロンを有する。この特徴はトリプターゼに特有のものであり、他の遺伝子では珍しい。この遺伝子の対立遺伝子は異常なほどの配列変異を示し、かつてはα遺伝子とβ1遺伝子という2つの別々の遺伝子を表すと考えられていました。肥満細胞ではβトリプターゼが主要なアイソザイムとして発現しているようですが、好塩基球ではαトリプターゼが優勢です。トリプターゼは、喘息やその他のアレルギー性疾患、炎症性疾患の病態形成におけるメディエーターとして関与していることが示唆されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TPSAB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による TPSAB1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ラット腎臓組織の免疫組織化学分析。
	

	TPSAB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TPSAB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TPSAB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ腎臓組織の免疫組織化学分析。

